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研究成果の概要（和文）：  

本研究は、発話コミュニケーション障害「吃音」動物モデルの確立、及びその研究応用を目

的として研究を施行した。音声発声学習能をもつ鳴禽類ソングバードを実験動物モデルとして

用い、(1)後天的環境要因探索からの検証、(2)遺伝的要因からの検証実験を行った。 

 
研究成果の概要（英文）：In this study, we performed experiments to develop a novel animal 
model for studying vocal communication disorder: stuttering. For this purpose, we used 
songbirds that have ability for vocal learning with two approaches, environmental effects 
and genetic effects. 
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研究分野：総合領域 
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１．研究開始当初の背景 
吃音は発話コミュニケーション障害として、

あらゆる言語・文化圏においてみられる障害
である。世界的には治療が必要な潜在的患者
数は、1 千万人を越える。現在、医療・理学
療法・幼児教育の現場から多くの関心を向け
られているが、吃音に関わる研究は、症例報
告や PET等の非侵襲的画像解析を主とするも
のであり、未だ統一的な治療方法が確立して
いない。また、これまで吃音がヒトのみにみ
られる障害と考えられてきたため、実験動物
モデル作成を試みることさえ成されてこな
かった。このため実験動物モデルを用いた発
症機序の比較研究や、有効な薬剤開発を目指

した大規模薬剤スクリーニングが進まず、他
の神経疾患と比べて発症原因・治療法の確立
が大きく立ち遅れているのが実情であった。 
 

２．研究の目的 
本研究の目的は、発話コミュニケーション

障害「吃音」動物モデルの確立、及びその研
究応用である。このために、音声発声学習能
をもつ鳴禽類ソングバードを実験動物モデ
ルとして用いる。会話によるコミュニケーシ
ョンは、人間として生きていく上で重要な行
為 で あ る 。 し か し 、「 吃 音 ( ど も り
stuttering)」のような障害では、思考した
ことを言葉として表出できない、会話が流暢
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にできないといった問題が起こる。「吃音」
は、世界中の全ての言語において人口の 1%
でみられる高い発症率をもつコミュニケー
ション障害である。吃音の発症原因は未だ明
らかにされておらず、その治療方法も確立し
ていない。この現状を踏まえ本申請では、吃
音研究の推進を可能とする新規実験動物モ
デルの作成を試み、動物モデル利用による新
たな吃音発症機序の理解・治療の確立を目指
した。 
 

３．研究の方法 
「吃音」動物モデルの産生効率を高める方法
の確立を目指す。そのために次の 2 点にフォ
ーカスした研究計画・方法を施行した。 
(i)後天的環境要因からの検証:音素
repetition(繰り返し)遷移の運動学習異
常とその固定化の応用 

(ii)遺伝的要因からの検証: ソングバード
の inbreeding 選択交配による吃音高頻発
系統の樹立 
これまで行ってきた実験により、吃音発症

には動物個体差が認められた。吃音様症状を
示す個体とそうでない個体が現れるのであ
る。これは近年のヒト双子研究からも示唆さ
れている。つまり、ヒト吃音障害においても
その発症の個体差が、遺伝的要因と後天的環
境要因とが複合して起こると考えられてい
る。現在の zebra finch 飼育・実験条件下に
おいて、人為的に約 10%の個体が吃音様症状
を呈することに成功している。しかし、この
産生効率は動物モデルとして今後、薬剤スク
リーニング等の医療研究に用いるためには
十分な産生効率とは言えない。吃音発症の個
体差が起こる要因を後天的な背景と遺伝的
な背景の面から明らかにしていくことによ
り「吃音」動物モデルの確立と共に、吃音発
症に至る行動発達異常に知見を集積してい
くことを目指した。 
 
４．研究成果 
本研究は、発話コミュニケーション障害

「吃音」動物モデルの確立、及びその研究応
用を目的として研究を施行した。音声発声学
習能をもつ鳴禽類ソングバードを実験動物
モデルとして用い、(i)後天的環境要因探索
からの検証、(ii)遺伝的要因からの検証実験
を行った。 
(1)後天的環境要因探索からの検証では、聴
覚遅延フィードバック[Delayed Auditory 
Feedback(DAF)]環境による、音声発声学習異
常とその固定化の発声行動への影響をみた。
DAF 環境では、動物個体が発声した音声を数
十ミリ秒から 200ミリ秒の遅延を与えて聴覚
入力させことによって、発声出力と聴覚入力
との符号性のアンバランスが誘発される。こ
れまでの結果、学習臨界期中の幼鳥を DAF 環

境で飼育すると、発声パターン中に繰り返し
音素が生成される動物個体が現れることが
分かってきた。またこの現象が観察される割
合を明らかにすべく現在さらに解析を進め
ている。 
(2)遺伝的要因からの検証実験では、ソング
バードの inbreeding 選択交配による吃音高
頻発系統の樹立をめざし、現在の飼育・実験
トレーニング環境下で出現してくる吃音様
症状をもつ個体群の inbreeding による選択
繁殖・継代を施行してきた。これによって得
られる個体群の吃音症状の出現個体頻度・症
状の度合いを解析し、吃音個体が正常よりも
出現しやすい家系の樹立が進んでいる。 
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